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第 32回いたばし国際絵本翻訳大賞 イタリア語部門 講評 

 

 今回の課題絵本 UNA TANA TUTTA PER MEは、おうちに自分の部屋がないことを不満

に思った末っ子ネズミのアルジェントが、家を飛び出してほかの動物たちの巣穴を見物

しながら、自分の居場所探しの旅をするというストーリー。家具やインテリアなど細部

がかわいらしいそれぞれの動物たちの巣を眺めながら、動物たちの個性がにじみ出る会

話にくすりと笑い、最後のページに込められたメッセージにほろりとさせられる絵本の

王道のような物語で、みなさん楽しみながら訳されていたことが応募作品から伝わって

きました。繰り返し出てくる文もありますし、日常の情景が語られているため抽象的な

単語もあまりなく、イタリア語自体はそれほど入り組んだものではありませんでしたね。

ですが、それと翻訳することの難しさはまた別もの。どのように訳せばいいのか頭を悩

ませる箇所がいくつもありました。 

  

 冒頭の一文、Nel bosco dietro casa mia で、この物語の視点がネズミではなく、別

の誰か（おそらく人間でしょうか）が、ネズミの一家に起きた出来事を語っているとい

うことがわかります。ここでは、casa ですが、ネズミたちやモグラたちの住処のとき

には tana、そして鳥の巣には nido、アルジェントの居場所としては angolinoと、お

なじような意味の単語を使い分けています。これらの訳し分けに苦労されたのではない

でしょうか。とりわけ、18ページの、La tana di Fringuello non è una tana, è un nido! 

と、tana と nidoの対比で出てくる部分は悩ましかったですね。辞書を引くと、tana

は獣の穴や巣、nidoは鳥や昆虫の巣なのだということがわかりますが、日本語では動

物の巣と鳥の巣を訳し分ける言葉はありません。ですので、「ズアオアトリの巣は、あ

なではなくて、木のうえです」などと、工夫して訳す必要がありますね。一方、最後に

ママが用意してくれた l’angolino perfetto per fare niente (p.23)は、「なにもし

ないでいるのに ぴったりな すみっこ」（特別翻訳賞）といった訳がぴったりですね。

このような物語のキーとなる単語は、ページごとにばらばらに訳語を当てはめるのでは

なく、それぞれの単語に作者が与えたかった意味をくみとりながら訳語を考えていく必

要があります。 

同様に、アルジェントが居場所探しの旅に出ることを決心したときの描写、se ne 

andrà in giro per il mondo（p.8）と、冒険を終えて帰ってきたときにどこへ行って

たのか尋ねられて、In giro per il mondo（p.20）と答える場面での in giro per il mondo

は、訳語をそろえてあげるのが効果的です。 

 アルジェントが自分の部屋をほしがる理由が、ちょっと哲学的ですね。アルジェント

が欲しいのは、angolino tranquillo per fare niente、つまり、「なにもしないでいる

ための静かなすみっこ」。そして、その理由が、Se non puoi fare almeno un po’ di niente, 

come lo capisci cosa vuoi fare davvero? (p.8) 「なんにもせずに すごすことが ほ

んのちょっとでも できなかったら、ほんとうに したいことだって こころにうかん

で こないでしょう？」（優秀翻訳賞）というわけです。ここの部分を、「なにかしたい

のに、それをするための場所がない」と捉えてしまった人が見受けられました。ちなみ

に、come lo capisci cosa vuoi fare davvero？は、二人称単数の tu が主語になって

いますが、ここでは非人称的な役割を持っていて、一般論を述べています。このような

場合の tuは、「あなた」と訳す必要はなく、日本語では主語なしで訳すのがしっくりく
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ると思います。  

 この文章に呼応している最後の一文、Ora che ho una tana tutta per me, c’è posto 

per tutti!（p.23）に、著者からのメッセージがこめられています。ora は、以前、自

分の居場所がなくて悩んでいたときと違い、「いまは」と強調的に用いられています。

自分のための居場所ができたいまだからこそ、みんなを迎え入れられる、というニュア

ンスをうまく訳文に反映できるといいでしょう。最優秀翻訳大賞の方は、「やっとぼく

の いばしょが できたんだ。みんなも だいかんげいだよ」と訳してくださいました。

「ぼくだって居場所が見つけられたんだ、みんなのための居場所だってあるはずだ」と

いうように解釈された方が少なからずいらっしゃいました。作者が絵本作りに込めた思

いにもかかわってくるところなので、じっくり味わって訳したいところです。 

 

 以下にいくつか、解釈の難しかったところや、間違いの多かった箇所をあげておきま

す。 

 

3 ページ topo di biblioteca ⇒「読書家」という意味の慣用句です。「図書館ネズミ」

と文字通り訳してしまうと、図書館で働いているネズミなのかなという誤解を与えてし

まうので、気をつけましょう。日本語の慣用句におきかえると、「本の虫」となります

が、ネズミに対して「虫」というのは少し違和感があるかもしれません。 

 

4 ページ tutti i marchingegni della tana sono suoi ⇒ marchingeno の語釈に、

「操作が複雑な機器」（小学館伊和中辞典）などと書かれているためか、「機械」「装置」

と訳された方が多かったのですが、絵をよく見ると、機械を発明しているのではなく、

お母さんがいろいろ手作りで家具やインテリアを作っているのがわかります。「おうち

の なかには おかあさんが つくった アイデアさくひんが いっぱいです」（特別

翻訳賞）のように、絵との矛盾が生じないように意訳するといいでしょう。 

 

6 ページ Baffo sa che un giorno diventerà un grande attore. ⇒ sapereの主語

は Baffoですから、本人がいつか偉大な役者になると思い込んでいる、という意味です。

「バッフォは～になるでしょう」としてしまうと、その視点が抜け落ちてしまうので、

気をつけてください。 

 

9 ページ Posso stare un po’ nella tua tana? ⇒ 「ぼくの」居場所がないアル

ジェントが、もぐらくんの巣穴の居心地を試させてもらう、という文脈ですので、tua 

tana = 「君の巣穴」という概念が重要です。「ちょっとおじゃましてもいい？」などと

訳すと、そのあたりが曖昧になってしまうので注意してください。 

 

10 ページ si mette con impegno a fare niente ⇒ con impegnoは、「一生懸命」「熱

心に」「真剣に」という慣用句です。「一生懸命なにもしない」というのはなんだか矛盾

しているようにも思えますが、それが作者の言いたいことなのですから、躊躇せずに訳

しましょう。「ほんきで なーんにも しないことに きめこみます」という訳にうな

らされました。impegno のもともとの意味から、「なにもしないと約束しました」と誤

読している人が散見されました。辞書で調べるときには、慣用句のところまでしっかり

チェックするように心掛けてください。 
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14 ページ nella tana di Leprotto non si può stare fermi ⇒ この si può は非人

称です。子ウサギたちが遊ぼうと誘ってくるので、「誰もじっとしていることはできな

い」といった意味になります。 

 

15 ページ gridano i leprottini ⇒ 13ページに出てくる Leprotto は、大文字なの

で、固有名詞。「うさぎくん」といったところでしょうか。それに対して、ここは縮小

の接尾辞 -inoがついているうえに、小文字で始まっていて、しかも複数形なので、子

ウサギたちを指しています。16ページの絵を見ると、大きさも違うことがわかります

ね。しっかり訳し分けるようにしてください。 

 

15 ページ salta un poco alla corda ⇒ saltare alla corda で「縄跳び」です。 

 

15 ページ i leprottini non hanno pazienza ⇒ avere pazienza で、「忍耐力がな

い」という意味です。うまく跳べないネズミくんをゆったり待ってくれないと言いたい

のであり、すぐに飽きてしまったわけではありません。「みんなじりじりじれったそう」

「みんなうずうずしています」といった訳がいいでしょう。 

 

18 ページ non c’è posto per i topolini ⇒ ここも、topoliniと、小文字の複数形

なので、アルジェントだけのことをいっているのではなく、子ネズミ一般の話です。 

 

19 ページ lui non ha ancora trovato quella giusta ⇒ quella giusta の quella

は、tanaを指しています。giustaは、ここでは「正しい」という意味ではなく、「ぴっ

たりの」という意味です。「これだとおもえる おうちは まだ みつかりません」（最

優秀翻訳大賞）。 

 

21 ページ Vieni a vedere！⇒ 「見においでよ！」という意味です。venireという動

詞は、自分のいるところに相手を招くときに用いられます。なので、家で待っていた家

族のネズミたちが、おうちに入っておいで、と冒険してきたアルジェントを迎え入れて

いるのですね。 

 

21 ページ dicono in coro ⇒ これも慣用句で、「声をそろえて言う」という意味にな

ります。歌をうたっているわけではありません。 

 

22 ページ dietro il cartello ⇒ この dietro は、プレートの「裏側」ではなく、プ

レートの「その向こう」という意味です。 

 

この物語は、全体が現在形で語られていました。それを日本語に忠実に反映すべきな

のか、迷われた方も多かったのではないでしょうか。日本語の特徴として、文末がすべ

て現在形だと、動詞の原形が並ぶことになり、短調でそっけない印象になってしまいま

す。とりわけ絵本は、読み心地が大切ですから、全体を過去形におきかえてしまっても

かまいません。 

訳文は、全部平仮名でも、漢字を用いてもかまいません。漢字がどれくらい使われて
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いるか、ということよりも、文章の読み心地を大切にしてください。全部ひらがなで訳

す際に、漢語（熟語）を多用すると、一読しただけでは意味がとりにくくなってしまい

ます。たとえば、「くうふく」→「おなかがすいた」、「さいてき」→「いちばんぴった

りの」などと、平仮名でも読みやすいように、適宜言い換える工夫をしましょう。一方、

漢字を用いる場合には、大人の小説でもこんなに漢字ばかり使わない、というような文

章は避けるようにしましょう。 

 もう一点、原文にない言葉を付け足している訳が目立ちました。絵本は、絵と文章で

紡がれる物語。絵とのバランスを考慮しながら、限られたスペースのなかに文章を配置

していきます。原文がそのまま、絵が語ってくれる部分や、冗長な部分を削り、必要最

低限にしぼった引き算の美学なのです。訳していると、わかりやすくしたいという一心

から、言葉を補いたくなる気持ちは理解できるのですが、なるべくこらえて、原文とお

なじくらいの長さにおさまるように心掛けましょう。 

 できあがった訳文は、何度も声に出して読んでみてください。自分で音読したものを

録音して、しばらくあいだをあけてから聞いてみるのもいいかもしれません。そうする

と、読み聞かせをしてもらっている子どもの気持ちになって、文章のどこがわかりにく

いか、客観的にとらえることができます。そうやって繰り返しブラッシュアップを重ね

ることで、誰もが心地よく読める文章が練りあげられていきます。 

 

 

      イタリア語部門 審査員  関口英子 

 


